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（第３号様式）別紙２ 

令和５年度 講座等企画団体助成事業 

     事 業 報 告 書（ホームページ公開用） 
講 座 名 

パート① 沖縄はまた戦場になるのか ～安保関連３文書の舞台裏～  
パート② 困難な問題を抱える女性への支援に関する法律（新法）ってどんな法律？ 

日 時 
パート１ 令和５年 ９月２１日（木） １８：００～２０：００  

パート２ 令和５年１１月２４日（木） １９：００～２０：００ 

目 的 

➀安保３文書の閣議決定以降特に沖縄県におけるミサイル基地の配備が急 速に進んできて

いる。何が進められようとしているのか学習を深める。 ②複雑 多様化する女性の課題の現

状を知り、新法の目的や計画を学習する ことで女性の自立や支援について考える 

対 象 本協議会会員 県民の皆さん 

講 師 
①前泊 博盛さん（沖縄国際大学・大学院教授） 

②矢野 恵美さん（琉球大学法科大学院教授・琉球大学ハラスメント相談支援センター長） 

会 場 ①②とも 沖縄県男女共同参画センター てぃるる 研修室 

定 員 
①定員 ７２名 （申込者数：６１名）②定員７２名 （申込者数：５３名） 

①②とも事前申し込みの受付をしておりませんので、当日参加者の数が申込者になります。 

参加者数  ① ６１ 名  ② ５３人 

講演内容 

（概要） 

①沖縄国際大学の前泊博盛教授に安保３文書について講演をしていただく。日本はなぜ軍 

需国家をめざすのか。見捨てられる恐怖、巻き込まれる恐怖とは。沖縄はなぜ戦場になる 

のか。「台湾有事」は本当におきるのか。沖縄県民はどうやって逃げるのか。たくさんの 

資料を用い、２時間があっという間に過ぎてしまう内容であった。日本にとって沖縄は「 

ekpendable」(エクスペンタブル 消耗品)という言葉が心に残る 

②琉球大学の矢野恵美先生に困難な問題を抱える女性への支援に関する法律について話し

ていただく。矢野先生のこれまでの研究の中からみえる困難な女性たちの存在は心が重く

なる。なぜ女性が「困難な問題を抱える」ようになるのか。売春防止法はどうする。私たち

になにができる？などについて熱く語っていただいた。 

参加者の声 

①・いわゆる平和一辺倒の話ではなく、リアルな軍事を踏まえての話だったため、大変参考

になった。県外にもこのように沖縄の情報を発信できるようになりたい。同時に汚染水、核

の問題、県外の仲間の情報を聞き、発信できるようになりたい。 

・ショッキングな情報をユーモアを交えながら解説して下さり、とても勉強になりました。

政府が行うことに対してもっと関心を持って注目しなければと感じました。ありがとうござ

いました。 

・法治国家の破壊、まさにそうだと思いました。AU 圏構成。新たな戦前にならないために、

今こそ立ち上らないといけないと思いました。基地 ＜ 米軍・自衛隊 ＞はいらない！ 

軍隊は住民を守らない！ 前泊先生には連続講座をしていただきたいと思います。 沖縄戦

で生き抜いたオジー、オバーがまた戦争になるのでは・・・・と恐れています。 

・沖縄が戦場になる  具体的な資料で、ほんとうにそういう方向に進んでいることがよく

わかった。恐い話だが、面白く理解できた。 沖縄は差別されている。それは今はっきりと分

かる。新聞を読むたびに日本人をやめたと思う日々である。沖縄の人がそれを自覚し、沖縄

県が自立できるようにしなくてはならないと思った。私も長風さんたち若手の自治体議員に
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期待したいです。 

・今日は講演ありがとうございました。「戦争は年寄りが始めて若者が死ぬ」というのが印象

に残りました。辺野古弾薬庫の建設反対もしないといけないと思いました。 

時間が足りなくて残念でした。次回もよろしくお願いします。 

②困難な問題には多様性と広域性をもっている。それを支援するための人材には、専門性を

求められるのは当たり前のことだと思います。専門性は資格だけではなく、経験も大事だと

思います。長期に渡り、とぎれない支援を行うためにも、長期に働ける安定した職場―地位

にしてもらいたいと思います。 

・女性が働きやすい職場、― 子育てしていても働ける職場、若い方が経験を重ねながら、

働き続けられる職場。委託することで終わりの自治体でなく、委託先がどのような状況にあ

るかも考えてほしい。数字の成果だけ求めるのではなく、質としての高まりのある成果を評

価して委託してほしいです。 

・矢野先生のお話を聞くといつも「日本の法律はいまひとつだ」と感じていました。 

今回の刑法改正でだいぶ良くなったことは喜ばしくありますが、まだまだ残る課題について

も整理していただき、とても勉強になりました。女性支援新法にも期待したいです！ 

・困難な女性を支援する法律ができることは、国が男女平等な社会を作る気があったので、

まだ希望はあるのだと思っています。その理念についても知れて良かったです。 

矢野先生のお話に、うなずく事しきりでした。困難な状況をつくらない方にも力をそそいで

ほしいこと等、制限のないこと（年令・国籍 等）とても素晴らしいと思います。 

個人として何ができるか、この情報にきちんと注視していきたいと思います。 

学習会をひらいていただきありがとうございます。  （一部抜粋）                   

写 真 

①沖縄はまた戦場になるのか ～安保関連３文書の舞台裏～  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 講師の前泊先生 よどみのない深い内容の     熱心に聞き入るみなさん 

話。あっという間の２時間でした。 
 

②困難な問題を抱える女性への支援に関する法律（新法）ってどんな法律？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      会場からの質問が次々。          熱心に聞き入るみなさん 
     関心の高さがうかがえる 
 

共 催 （公財）おきなわ女性財団 




